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第55巻11号では，公衆衛生報告 1 編，資料 3 編をお届

けします。「地域住民と行政の協働による『せたがや元

気体操リーダー』の養成と活動支援システムの構築にむ

けての取り組み」は住民と行政，大学の協働による実践

的ヘルスプロモーション活動に関する報告であり，「自

治体病院の医業収支推移に関する規模別要因分析」と

「歯列・咬合異常が高校生の心身の健康意識に及ぼす影

響」，「青年女子の痩せ志向 *栄養系短期大学学生の14年
間の推移」は，現実的問題に対して重要な示唆を与える

ものであり，4 編とも実践に直接的に役立つ内容です。

また，今号の論文は多様な領域にわたる内容でした。

11月 5–7 日に福岡で開催された第67回学会総会も約

3,400人の参加と1,553題の発表があり，その数の多さと

領域の多様性を改めて実感しました。一方で，わが国の

現実に目を向けると，金融危機とそれに基づく社会不安

が人々の生活と心に影響を与えつつあります。これらが

すでに健康格差社会と言われるわが国の現状をさらに深

刻化することが懸念されます。このようなわが国の現状

と熱気に満ちた総会のギャップを感じるなかで，人々の

基本的人権である健康を守るために，学会のこのパワー

を結集し，日本社会への発言と政策を変革する力になら

ないだろうか，そうしなければならないであろうと感じ

ておりました。 （麻原きよみ）


